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別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成２２年 ２月 ９日

事 業 担 当 課 防災砂防課

事 業 名 長根特定緊急地すべり対策事業 補助・単独の別 補助 事業主体 宮城県
な が ね

施行地名 伊具郡丸森町金山字長根地内 管理主体 宮城県
い ぐ ぐ ん まるもりまちかなやまあざな が ね

根拠法令 地すべり等防止法第２９条

事業目的

長根地区は，宮城県伊具郡丸森町に位置し，人家１０戸，県道丸森柴田線，丸森東中学校

（指定避難所），公民館などが存在する。当該地区では平成２１年５月に地すべり災害が発

生し，１世帯３名が自主避難，県道の通行止めとなったことから災害関連緊急地すべり対策

事業が採択され，緊急対応を実施しているところである。

しかしながら，災関実施箇所に隣接する斜面においても地すべり地形が明瞭，かつ急崖部

の小崩壊等地すべり兆候も確認されており，今後の降雨等によりさらに人家６戸，県道，中

学校（避難所），公民館が直接被害を受ける危険性があることから，災関事業に継続して特

定緊急地すべり対策事業により緊急的に地すべり対策を行うものである。

事業内容

・横ボーリング工，法枠工，ロックボルト工

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( )

内用地費 [ 50 %] [ 50 %] [ %] [ %]

1.04億円 0億円 0.52億円 0.52億円 億円 億円

事業期間

事 業 期 間 平成 22年度～平成 24年度（ 3年間）

用地買収着手予定年度 平成 - 年度 工 事 着 手 予 定 年 度 平成 22年度

施設管理の予定

宮城県が当該砂防施設を管理する。
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上位計画等

・土木行政推進計画（宮城県土木部 平成１２年策定 平成２０年５月改訂）

・長根地すべり防止工事基本計画書

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

昨今の集中豪雨等により，全国各地で土砂災害が多発しており土砂災害対策に対する社会

の要請は今後ますます高まっていくと思われる。今年度においては１４名の死者が出た平成

２１年７月の山口県防府市における特別養護老人ホームへの土石流被害等を受け，土砂災害

の脅威と予防対策の重要性が再認識されている。

・平成１８年発生件数１，４４１件，死者２５名

・平成１９年発生件数９６６件

・平成２０年発生件数６９５件，死者行方不明者２０名

○地元情勢，地元の意見

平成２１年５月の地すべり災害発生当時は，下部人家１世帯３名が避難，県道が全面通行

止めとなり，地元交通の利便性が損なわれ，かつ小中学生の通学も迂回路による遠回りを強

いる形となった。不便な生活経験を踏まえ，隣接斜面での地すべりは直接中学校にも影響が

出ることから地元では再度災害への危機感がまっており，恒久対策への要望が非常に強い。

事業効果

○想定される事業効果

事業の実施により，人家６戸が地すべり災害から保全される。また,斜面下部に位置する県

道丸森柴田線が保全されることにより，地域間の重要な連絡道路のかつ地区住民の生活道路

の安全が確保され,また土砂災害発生時の安全な避難路が確保される。丸森東中学校は丸森町

の指定避難所ともなっており，土砂災害発生時の地区防災上重要な施設が本事業により保全

される。

※保全対象

・人家６戸

・県道３２０ｍ（丸森柴田線）

・事業所１棟（従業員２０人）

・中学校（指定避難所）

・公民館
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関連事業の概要・進捗状況等

＜H21災害関連緊急地すべり対策事業＞

事業概要：排土工，押さえ盛土工，擁壁工，横ボーリング工

進捗状況：平成２１年度完成予定

代替案との比較検討

地域住民は昔から当該地域において生活を営んでおり，集団移転などの代替案などは地域

感情を考慮すると困難である。

コスト縮減計画

設計未了のため，今後検討予定

費用対効果

根拠マニュアル： 治水経済調査マニュアル （平成２１年２月改訂版）

社会的割引率： ４％

便益算定期間： ５０年

基 準 年：平成２２年

費 建設費 １０４百万円

用 維持管理費 -

項 総費用 １０４百万円

目 現在価値（Ｃ） １００百万円

便 直接被害軽減効果 ２，９５５百万円
益

総便益 ２，９５５百万円
項
目 現在価値（Ｂ） １，２０４百万円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） １２．０４
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地域指定状況等

なし

影響と対策

緑化工法を積極的に採用し，影響を最小限とする予定。

事業箇所評価結果

評点による順 予算化された箇所数 評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由
位 （低順位にもかかわらず予算化された理由）

地すべり対策事業（新規事業箇所） －

１位／１ １ 箇所

対応方針

事業実施
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長根地区 特定緊急地すべり対策事業

（宮城県 伊具郡 丸森町）

⑤公民館（長根生活ｾﾝﾀｰ）

県道

中学校

④（保全対象）県道、丸森東中学校

本地区は、宮城県伊具郡丸森町に位置し、人家１０戸、県道丸森
柴田線、丸森東中学校（指定避難所）、公民館などが存在する。当
該地区では平成２１年５月に地すべり災害が発生し、１世帯３名が
自主避難、県道の通行止めとなったことから災害関連緊急地すべり
対策事業を申請し、実施しているところである。

しかしながら、災関実施箇所に隣接する斜面においても地すべり
地形が明瞭、かつ急崖部の小崩壊等地すべり兆候も確認されており、
今後の降雨等によりさらに人家６戸、県道、中学校、公民館が直接
被害を受ける危険性があることから、災関事業に継続して緊急的に
地すべり対策を講じる必要がある。

◆特定緊急地すべり対策事業
全体事業費：１０４百万円
工期 ：Ｈ２２～Ｈ２４
工種 ：法枠工＋ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ

横ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工
Ｈ２２要求額：３０百万円

被害想定区域
＜保全対象＞
・人家7戸（うち1戸災関）
・県道L=320m（うち60m災関）
・事業所（20人）

・中学校（指定避難所）
・公民館

②頭部滑落状況（H=5、B=50m）

③末端部の押出し状況

避難人家

①災関ﾌﾞﾛｯｸ全景

災害関連緊急地すべり対策事業
（平成２１年度）

＜凡例＞

・・・H23以降

・・・H22要求

・・・H21災関

・・・被害想定区域

・・・地すべり防止区域（申請中）

丸森東中学校

1ブロック
（災関） 2ブロック3ブロック4ブロック

⑥要求箇所全景

⑦急崖部の小崩壊（ 2ﾌﾞﾛｯｸ） ⑧末端部の押出し地形（ 3ﾌﾞﾛｯｸ）

ﾌﾞﾛｯｸ内の小崩壊
⑨ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ状の
表層崩壊（ 4ﾌﾞﾛｯｸ）

1

2
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4
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78

9

（参考資料）
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◆Ｈ２１災害関連緊急地すべり対策事業
事業費C＝９６百万円
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